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１．計画の基本的事項 

(1) (1) (1) (1) 計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方    

２０２５年には団塊の世代が７５歳以上となり、本県においても３人に１人が６５歳以

上、５人に１人が７５歳以上となる。 

今後、本県においても高齢化が進むと医療や介護を必要とする方がますます増加するが、

現在の医療・介護サービスの提供体制のままでは十分対応できないと考えられ、２０２５

年を見据え、限られた医療・介護資源を有効に活用し、必要なサービスを確保していくた

め、医療機能の分化・連携を進めていくことが必須であるが、その改革の実現のためには、

在宅など住み慣れた地域の中で患者等の生活を支える地域包括ケアシステムの構築（在宅

医療・介護の連携推進）が不可欠である。 

地域医療構想（ビジョン）を次年度以降策定し、地域医療体制を構築していくため、今

年度は、機能分化・連携の基盤となる部分や、現時点で、地域で必要とされる事業を、計

画に計上する。 

計画内容は主に、地域包括ケアシステムや在宅医療連携体制の構築に資する事業を中心

にしている。 

 

(2) (2) (2) (2) 都道府県都道府県都道府県都道府県医療介護総合確保区域の設定医療介護総合確保区域の設定医療介護総合確保区域の設定医療介護総合確保区域の設定    

奈良県における医療介護総合確保区域については、地域医療構想（ビジョン）にお

ける構想区域の設定の検討と併せて行う予定としている。 

今年度は、医療を対象とした計画であることから、医療介護総合確保区域を２次医

療圏と整合性をとる形で設定することとする。 

 

奈良（奈良市） 

東和（天理市、桜井市、宇陀市、山添村、川西町、三宅町、田原本町、曽爾村、御

杖村） 

西和（大和郡山市、生駒市、平群町、三郷町、斑鳩町、安堵町、上牧町、王寺町、

河合町） 

中和（大和高田市、橿原市、御所市、香芝市、葛城市、高取町、明日香村、広陵町） 

南和（五條市、吉野町、大淀町、下市町、黒滝村、天川村、野迫川村、十津川村、

下北山村、上北山村、川上村、東吉野村） 

の地域とする。 
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□２次医療圏及び老人福祉圏域と同じ 

☑２次医療圏及び老人福祉圏域と異なる 

 

【異なる理由】 

奈良県では、介護給付等対象サービスの種類ごとの見込みを定める単位である「老人

福祉圏域」は本県の地理的状況等を踏まえ、全県を一圏域（第６期の老人福祉圏域の設

定等については検討中）とし、保健医療提供体制の整備を測る基本的な地域的単位であ

る「二次医療圏」は、人口、地理的条件、交通事情その他を勘案して５つの区域を定め

ており、一致していない。 

 

(3) (3) (3) (3) 計画の計画の計画の計画の目標目標目標目標の設定の設定の設定の設定等等等等    

■奈良■奈良■奈良■奈良県全体県全体県全体県全体    

①①①①    奈良奈良奈良奈良県の医療と介護の総合的な確保に関する目標県の医療と介護の総合的な確保に関する目標県の医療と介護の総合的な確保に関する目標県の医療と介護の総合的な確保に関する目標    

１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業について 

  ＩＣＴ技術を用いた医療機関間や介護事業者も含めた地域でのネットワーク形成及

び県下での情報連携する仕組みの構築。 

   高齢化に伴う放射線治療の需要の増加に対応するとともに、県拠点病院である奈良

県立医科大学附属病院等と連携を図りながら、中和、南和医療圏等の患者についても

放射線治療を実施するため、放射線治療棟を建設。 

がん患者の口腔ケアによる口腔内合併症や感染症の予防、歯科治療により経口摂取

が可能になることで低栄養を防止、在院日数の削減、術後や退院後の口腔ケアや歯科

治療でＱＯＬを維持。 

 

２．居宅等における医療の提供に関する事業について 

奈良県においては、高齢化社会のおとずれや疾病構造が慢性疾患を中心に変化し

ていくことにより、長期にわたる療養や介護を必要とする高齢者の増加が見込まれ

ており、終末期を含め、在宅で介護や医療サービスを受けることを希望する高齢者

も多いことから、円滑な在宅療養移行に向けての退院支援が可能な体制構築など、

以下に記載する医療介護総合確保区域の課題を解決し、高齢者が地域において、安

心して生活できるようにすることを目標とする。 

また、在宅障害児への支援として、包括的支援をモデル的に実施し、在宅障害児

支援体制の構築を目指す。 

    ・ 円滑な在宅療養移行に向けての退院支援が可能な体制構築 

    ・ 日常の療養支援が可能な体制構築 

・  急変時の対応が可能な体制構築 

・  患者が望む場所での看取りが可能な体制構築 

→ 在宅死亡率の維持及び向上 



   

3 
 

     

  ３．医療従事者の確保について 

    以下に記載する医療介護総合確保区域の課題を解決することを目標とする。 

・  医師の偏在を解消するための取組の促進 

・  医療従事者にとって働きやすい職場環境の整備のための取組を促進 

・  看護職員の養成、定着促進、離職防止及び復職支援のための取組の促進 

 

②②②②    計画期間計画期間計画期間計画期間    

平成 26年度（～平成 29年度） 

 

■奈良■奈良■奈良■奈良    

①①①①    医療と介護の総医療と介護の総医療と介護の総医療と介護の総合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標    

１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業について 

  ＩＣＴ技術を用いた医療機関間や介護事業者も含めた地域でのネットワーク形成及

び県下での情報連携する仕組みの構築。 

がん患者の口腔ケアによる口腔内合併症や感染症の予防、歯科治療により経口摂取

が可能になることで低栄養を防止、在院日数の削減、術後や退院後の口腔ケアや歯科

治療でＱＯＬを維持。 

 

２．居宅等における医療の提供に関する事業について 

奈良県全体の目標と同じ 

 

３．医療従事者の確保について 

奈良県全体の目標と同じ 

 

②②②②    計画期間計画期間計画期間計画期間    

平成 26年度（～平成 29年度） 

    

■東和■東和■東和■東和    

①①①①    医療と介護の総医療と介護の総医療と介護の総医療と介護の総合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標    

１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業について 

  ＩＣＴ技術を用いた医療機関間や介護事業者も含めた地域でのネットワーク形成及

び県下での情報連携する仕組みの構築。 

がん患者の口腔ケアによる口腔内合併症や感染症の予防、歯科治療により経口摂取

が可能になることで低栄養を防止、在院日数の削減、術後や退院後の口腔ケアや歯科

治療でＱＯＬを維持。 
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２．居宅等における医療の提供に関する事業について 

奈良県全体の目標と同じ 

 

３．医療従事者の確保について 

奈良県全体の目標と同じ 

 

②②②②    計画期間計画期間計画期間計画期間    

平成 26年度（～平成 29年度） 

 

■西和■西和■西和■西和    

①①①①    医療と介護の総医療と介護の総医療と介護の総医療と介護の総合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標    

奈良県全体の目標と同じ 

 

②②②②    計画期間計画期間計画期間計画期間    

平成 26年度（～平成 29年度） 

 

■中和■中和■中和■中和    

①①①①    医療と介護の総医療と介護の総医療と介護の総医療と介護の総合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標    

奈良県全体の目標と同じ 

    

②②②②    計画期間計画期間計画期間計画期間    

平成 26年度（～平成 29年度） 

 

■南和■南和■南和■南和    

①①①①    医療と介護の総医療と介護の総医療と介護の総医療と介護の総合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標合的な確保に関する目標    

奈良県全体の目標と同じ 

    

②②②②    計画期間計画期間計画期間計画期間    

平成 26年度（～平成 29年度） 

    

（注１）可能なものについては、具体的な数値目標を記入すること。 

(4) (4) (4) (4) 目標の達成状況目標の達成状況目標の達成状況目標の達成状況    ※本項目については、平成 27年度以降の都道府県計画において提出いただくことになるため、追って送付。 
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２．事業の評価方法 

    (1) (1) (1) (1) 関係者からの意見聴取の方法関係者からの意見聴取の方法関係者からの意見聴取の方法関係者からの意見聴取の方法    

平成 26年 1月 30日 県病院協会の会合で説明 

   平成 26年 2月 12日 県医師会関係者に説明 

   平成 26年 3月 28日 県歯科医師会と協議 

   平成 26年 4月 2日  市町村、県医師会、病院協会、歯科医師会、薬剤師会、看護

協会、訪問看護推進協議会、訪問看護ステーション協議会、理

学療法士協会、作業療法士協会、介護支援専門員協会、県内各

病院あてに事業提案を照会（4月 21日回答期限） 

平成 26年 4月 3日  県医師会、県病院協会と協議 

平成 26年 4月 3日～ 県医師会、県病院協会、県歯科医師会、県薬剤師会、県看

護協会等と個別に意見聴取し、協議 

平成 26年 4月 11日、15日 県歯科医師会と協議 

平成 26年 4月 17日 県薬剤師会と協議  

平成 26年 6月 4日  奈良市医師会と協議 

平成 26年 6月 19日 県病院協会総会で説明 

平成 26年 7月 22日 県医師会、県病院協会と協議 

平成 26年 8月 13日 県医師会と協議 

平成 26年 8月 20日 県看護協会と協議 

平成 26年 9月 29日 県医療審議会から意見聴取 

 

 

 

(2) (2) (2) (2) 事後事後事後事後評価の方法評価の方法評価の方法評価の方法    

計画の事後評価にあたっては、奈良県医療審議会、あるいは個別分野に関して設置さ

れている協議会等の意見を聞きながら評価を行い、必要に応じて見直しなどを行うなど

により、計画を推進していきます。 

 

 

 

(3) (3) (3) (3) 事業評価結果事業評価結果事業評価結果事業評価結果    ※本項目については、平成 27年度以降の都道府県計画において提出いただくことになるため、追って送付。 
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３．計画に基づき実施する事業 

    (1) (1) (1) (1) 事業の内容等事業の内容等事業の内容等事業の内容等    

事業の区

分 

１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する

事業 

事業名 ＩＣＴ導入検討事業 

 

【総事業費】 
169,801千円 

事業の対

象となる

医療介護

総合確保

区域 

全圏域 

事業の実

施主体 

奈良県 

 

事業の目

標 

ＩＣＴ技術を用いた医療機関間や介護事業者も含めた地域でのネットワー

ク形成と県下で情報連携できるような仕組みの構築 

事業の期

間 

平成２７年１月～平成３０年３月 

 

事業の内

容 

 ＩＣＴ技術を用いた医療機関間や介護事業者も含めた地域でのネットワ

ーク形成と全県的なマイ健康カードの導入も検討する。その際に、各地域

ごとに異なるシステムを導入するのではなく、県下で情報連携できるよう

な仕組みを併せて検討。 

事業に要

する費用

の額 

金

額 

総事業費 169,801(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公  (千円) 

基金 国 113,201(千円) 

都道

府県 

56,600(千円) 民 113,201(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
113,201(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 37,348千円 平成 27年度 64,213千円 

平成 28年度 34,120千円 平成 29年度 34,120千円 
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事業の区

分 

１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する

事業 

事業名 放射線治療棟建設事業 

 

【総事業費】 
404,341(千円) 

事業の対

象となる

医療介護

総合確保

区域 

中和 南和 西和 

事業の実

施主体 

大和高田市（大和高田市立病院） 

 

事業の目

標 

 

・放射線治療の件数 ２００件 

・中南和医療圏等における患者満足度の上昇 

事業の期

間 

平成２６年７月～平成２７年６月 

 

事業の内

容 

 中和に放射線治療を行う医療機関を増設することにより、より高度なが

ん医療提供体制の整備を図るとともに、高齢化に伴う放射線治療の需要の

増加に対応する。 

 

事業に要

する費用

の額 

金

額 

総事業費 404,341(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 134,780 (千円) 

    
基金 国 134,780(千円) 

都道

府県 

67,390(千円) 民 (千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他 202,171 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 80,868千円 平成 27年度 121,302千円 
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事業の区

分 

１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する

事業 

事業名 がん患者に対する口腔ケア対策支援事業 

 

【総事業費】 
13,600(千円) 

事業の対

象となる

医療介護

総合確保

区域 

全圏域 

事業の実

施主体 

奈良県歯科医師会 

事業の目

標 

・がん医科歯科連携講習会修了書授与数 ４００人 

・歯科衛生士派遣病院数 １０病院 

・病診連携数 １０病院 

・患者満足度の上昇 

事業の期

間 

平成２６年５月１日～平成３０年３月３１日 

事業の内

容 

県内のがん診療連携拠点病院等と連携・協力して、がん患者の口腔管理、

口腔管理に関わる人材の育成や地域毎のネットワークづくりの体制を整

備する。また、全身と口腔機能の向上を図るため、病棟・外来に歯科衛生

士を配置又は派遣し、患者の口腔管理等を行う。 

事業に要

する費用

の額 

金

額 

総事業費 13,600(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 (千円) 

    
基金 国 9,066(千円) 

都道

府県 

4,534(千円) 民 9,066(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 2,200千円 平成 27年度 4,800千円 

平成 28年度 3,800千円 平成 29年度 2,800千円 
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事業の区

分 

１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する

事業 

事業名 病床の機能分化・連携推進検証手法検討事業 

 

【総事業費】 
30,000(千円) 

事業の対

象となる

医療介護

総合確保

区域 

全圏域 

事業の実

施主体 

奈良県 

事業の目

標 

地域の医療機関の現状把握、今後の将来の病床数の必要量とマッチングを

する手法の確立 

事業の期

間 

平成２７年１月～平成２９年３月３１日 

事業の内

容 

病床機能の分化・連携を進めるにあたり、県内の医療機関の現状を把握し

た上で、今後算定される将来の病床数の必要量が、地域の実情に適合して

いるかを検証する手法を検討する。 

事業に要

する費用

の額 

金

額 

総事業費 30,000(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 (千円) 

    
基金 国 20,000(千円) 

都道

府県 

10,000(千円) 民 20,000(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
20,000(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 10,000千円 平成 27年度 10,000千円 

平成 28年度 10,000千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 在宅医療体制整備事業 

 

【総事業費】 
99,794千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

保健所等 

事業の目標 在宅医療連携拠点数１２（市町村単位等） 

 

 

事業の期間 平成２７年１月～平成３０年３月３１日 

 

事業の内容 県民が住み慣れた地域で暮らし続けることを支えるためには、医療、介

護にまたがる様々な支援を提供する必要がある。 

本事業は、保健所等が中心となり地域特性が異なる区域を対象として在

宅医療モデルを構築していく事業で、在宅医療に携わる多職種で構成する

協議会を設置し、在宅医療推進のための課題抽出や、多職種連携研修の開

催による顔の見える関係づくりを行うとともに、人材育成や、住民に対す

る普及啓発を実施するなど、地域で在宅医療を推進する取組等を支援す

る。 

 

 

 

 

事業に要す

る費用の額 

金

額 

総事業費 99,794(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 59,400(千円) 

 
基金 国 66,529(千円) 

都道

府県 

33,265(千円) 民 7,129(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 19,094千円 平成 27年度 26,900千円 

平成 28年度 26,900千円 平成 29年度 26,900千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 在宅医療人材育成事業 

在宅医療普及啓発事業 

【総事業費】 
58,500千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

 

事業の実施

主体 

医師、歯科医師、薬剤師、看護師等を構成員とする職能団体、県内に所在

する病院、一般診療所、歯科診療所、薬局及び訪問看護事業所等 

 

事業の目標 在宅医療の人材育成に取り組む事業者数１５ 

在宅医療の普及啓発に取り組む事業者数１５ 

事業の期間 平成２７年１月～平成３０年３月３１日 

 

事業の内容 在宅医療を担う人材育成及び関係者との連携を促進する事業を実施する。 

県民等に対して在宅医療の普及啓発を行う事業を実施する。 

事業に要す

る費用の額 

金

額 

総事業費 58,500(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 0(千円) 

 
基金 国 39,000(千円) 

都道

府県 

19,500(千円) 民 39,000(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度  4,500千円  平成 27年度 18,000千円 

平成 28年度 18,000千円  平成 29年度 18,000千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 重度心身障害児への在宅医療支援事業 【総事業費】 
39,800千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

東大寺福祉療育病院 

事業の目標 医療ケアが必要な在宅障害児の支援には、医師、看護師、理学療法士、

作業療法士、保育士などの多職種で構成する在宅障害児支援体制を構築

し、包括的な支援を行うことが望まれている。包括的支援をモデル的に

実施することにより、それぞれの職種に求められる支援内容や技術を明

確にするとともに、職種間の連携・情報共有ができる包括的な在宅障害

児支援体制の構築を目指す。 

事業の期間 平成２７年１月～平成３０年３月３１日 

事業の内容 医療を必要とする在宅障害児に対する支援について、医師、看護師、理

学療法士、保育士等、多職種の専門的な職員の連携による包括的な地域

支援体制を整備するとともに、関係者を対象に、多職種連携の意義や多

職種連携の具体的な取組方法について学ぶ実践的な研修等を、個別具体

のケースをモデルとして実施し、多職種で現状と課題を洗い出し、包括

的な支援の実施に向けた検討を行う。 

事業に要す

る費用の額 

金

額 

総事業費 39,800(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 0(千円) 

基金 国 26,533(千円) 

都道

府県 

13,267(千円) 民 26,533(千円) うち受託事業等（再掲）（注３） 
26,533(千円) 

その他 0(千円) 

備考（注４） 平成 26年度 11,000千円  平成 27年度 9,600千円 

平成 28年度  9,600千円  平成 29年度 9,600千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 訪問看護推進事業 

 

【総事業費】 
1,185千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

奈良県看護協会、奈良県 

事業の目標 研修参加者数 ５５名 

 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 訪問看護の推進を図るため、訪問看護関係者で構成する訪問看護推進協

議会を開催するとともに、訪問看護事業所や医療機関の看護職員を対象

とした訪問看護の人材育成を図るための研修会を実施する。 

 

 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 1,185(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 110(千円) 

基金 国 730(千円) 

都道

府県 

365(千円) 民 620(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
620(千円) 

 

その他 90(千円) 

備考（注４） 平成 26年度 1,095千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 在宅歯科医療連携室整備事業 【総事業費】 
4,058千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

 

事業の実施

主体 

奈良県歯科医師会 

 

事業の目標 訪問在宅歯科診療件数３００件 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 在宅歯科医療における医科や介護等の他分野との連携を図るための窓口

（在宅歯科医療連携室）を設置することにより、住民や在宅歯科医療を受

ける者や家族等のニーズに応え、地域における在宅歯科医療の推進及び他

分野との連携体制の構築を図る。また、当該事業を行うことにより、糖尿

病や脳卒中等の治療における歯科医療との連携を図る。 

事業に要す

る費用の額 

金

額 

総事業費 4,058(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 0(千円) 

 
基金 国 2,705(千円) 

都道

府県 

1,353(千円) 民 2,705(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 4,058千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 奈良県心身障害者歯科衛生診療所設備整備事業 

 

【総事業費】 
28,113千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

奈良県 

事業の目標 心身障害者歯科衛生診療所の歯科診療機器等を整備・更新し、効果的・

効率的な治療が実施できることにより、利用者へのサービス向上につな

がるとともに、当診療所で歯科診療に関わる歯科医師等の心身障害者

（児）への歯科診療技術を向上させることにより、在宅歯科診療及び一

般歯科診療の推進と在宅歯科診療等を支える体制の充実を図る。 

事業の期間 平成２７年１月～平成３０年３月３１日 

（平成２６年度～平成２９年度） 

事業の内容 効果的・効率的な治療の実施と、利用者へのサービス向上につなげると

ともに、歯科医師等の心身障害者（児）への歯科診療技術の向上を図る

ため、心身障害者歯科衛生診療所の歯科診療機器等を整備・更新する。 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 28,113(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

公 18,742(千円) 

基金 国  18,742(千円) 

都道

府県 

9,371(千円) 民 (千円) うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 4,902千円  平成 27年度 6,707千円 

平成 28年度 9,741千円  平成 29年度 6,763千円 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 訪問薬剤管理指導を行おうとする薬局への研修や実施し

ている薬局の周知 

【総事業費】 
881千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

奈良県薬剤師会 

 

事業の目標 研修会に参加した薬局数 ３００ 

研修会に参加した薬局のうち、在宅への取り組み意欲が増した薬局数 

 

事業の期間 平成２７年１月～平成２８年３月３１日 

 

事業の内容 訪問薬剤管理指導に取り組んだ経験のない薬局において、訪問薬剤管理

等について薬剤師が在宅医療の現場で行うことができるよう研修を実施

し在宅医療に対応できる薬局を増やす。また、すでに在宅医療に取り組

んでいる薬局についてはより高度な無菌調剤に関する研修等を実施し地

域のリーダーとなりうる薬局を育成する。 

 

 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 881(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 (千円) 

基金 国 587(千円) 

都道

府県 

294(千円) 民   587(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
587(千円) 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 250千円、平成 27年度 631千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 地域医療支援センター（県費奨学生配置センター）の運営 

 

【総事業費】 
4,700千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

奈良県・地方独立行政法人奈良県立医科大学（共同設置） 

事業の目標 修学資金貸与者数 １２６名 

 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 県費奨学生配置センターの運営 

 ①県費奨学生のキャリア形成支援 

 ②県費奨学生の配置案の策定（関連する調整業務） 

 ③地域の医師不足状況の調査等及び①②に関連する業務 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 4,700(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 1,567 (千円) 

基金 国 1,567(千円) 

都道

府県 

783(千円) 民 (千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他  2,350(千円) 

備考（注４） 平成 26年度 2,350千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 医師不足地域の医療機関への医師派遣体制の構築 

 

【総事業費】 
2,851千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

奈良県 

事業の目標 地域医療ワークショップ参加人数 １３０名 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

事業の内容 ①へき地勤務医師確保推進事業 

全国の医科大学生を対象に、奈良県のへき地診療所で現場勤務を体験

し、へき地診療について興味を深めてもらい、将来奈良県内のへき地

で勤務する医師の確保を図る。 

②ドクターバンク運営事業 

ドクターバンク登録医師の相談窓口を設置し、医師との面談を行い公

的医療機関へあっせんを行う。 

③地域医療マインド普及事業 

 医学生やその保護者に対して、医師確保イベント情報や県の医療政策、

将来奈良県で勤務することを呼びかける冊子を配布するなど継続的な

情報提供を行う。 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 2,851(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 572 (千円) 

基金 国 572(千円) 

都道

府県 

 286(千円) 民 (千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

その他 1,993 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 858千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 産科・救急・小児等の不足している診療科の医師確保支援 

事業 

【総事業費】 
28,024千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

病院、診療所、助産所 

 

事業の目標 産科医、新生児医療担当医等の処遇改善や産科医療を担う医師の育成を

図る医療機関数 ２５機関 

 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 地域でお産を支える産科医や助産師、ＮＩＣＵにおいて新生児を担当す

る新生児医療担当医に対し、分娩手当や新生児担当医手当等を支給する

ことにより、これら医師等の処遇改善を図る者に対し、補助金を交付す

る。 

臨床研修修了後の専門的な研修において、産科を選択する医師に対し、

研修手当等を支給することにより、将来の産科医療を担う医師の育成を

図る者に対し、補助金を交付する。 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 28,024(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 5,231(千円) 

 
基金 国 18,683(千円) 

都道

府県 

9,341(千円) 民 13,452(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 28,024千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 女性医師等の離職防止や再就業の促進 

 

【総事業費】 
21,736千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

事業実施病院 

事業の目標 事業実施病院数 ６病院 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 ①女性医師応援事業 

現場への復帰及び復職を希望する女性医師の離職中の技術の遅れを取

り戻すための復職研修として、女性医師ごとの個別研修プログラムを

作成・実施する県内病院を補助 

②働きやすい勤務形態支援事業 

短時間正規雇用制度の導入など働きやすい勤務形態に取り組む病院に

対し、当該取り組みの実施に要する代替医師の雇用に係る人件費の一

部を補助 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 21,736(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 (千円) 

基金 国 7,245(千円) 

都道

府県 

3,622(千円) 民 (千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他 10,869(千円) 

備考（注４） 平成 26年度 10,867千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 新人看護職員研修事業 【総事業費】 
17,676千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

県内１４病院（やまと精神医療センター、田北病院、土庫病院 他） 

奈良県看護協会、奈良県 

事業の目標 補助事業実施病院数 １４病院 

研修参加者数 ３６０名 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 看護の質の向上及び早期離職防止を図るため、新人看護職員に対しガイ

ドラインに沿った臨床研修を行う病院に対し、研修の実施に要する経費

を補助する。 

また、各病院で行う研修を補完するため、多施設合同による新人看護職

員の集合研修を行うとともに、適切な研修実施体制の確保を図るため、

研修責任者、教育担当者及び実施指導者に対する研修を実施する。 

 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 17,676(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 2,167(千円) 

基金 国 7,276(千円) 

都道

府県 

3,638(千円) 民 5,109(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
2,701(千円) 

 

その他 6,762(千円) 

備考（注４） 平成 26年度 10,914千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 看護職員資質向上推進事業（実習指導者講習会事業、看護

教員継続研修事業、中堅看護職員スキルアップ研修事業） 

【総事業費】 
3,964千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

奈良県看護協会、奈良県 

事業の目標 研修参加者数 １６５名 

 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 ①実習指導者講習会事業：看護師等養成所の実習指導体制の充実を図る

ため、実習施設における実習指導者を育成するための研修を実施する。 

②看護教員継続研修事業：看護教育の充実を図るため、看護師等養成所

の看護教員の資質向上を図るための研修を実施する。 

③中堅看護職員スキルアップ研修事業：中堅看護職員の資質向上を図る

ため、専門性の向上及び技術力強化のための研修を実施する。 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 3,964(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 93(千円) 

基金 国 2,643(千円) 

都道

府県 

1,321(千円) 民 2,550(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
2,550(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 3,964千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 看護補助者活用推進事業 【総事業費】 
328千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

奈良県看護協会、奈良県 

事業の目標 研修参加者数 ３０名 

 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 看護職員に専門性を要する業務に専念させ、業務負担軽減を図るため、

医療機関の看護管理者を対象に看護補助者の活用推進を図るための研修

を実施する。 

 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 328(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 9(千円) 

基金 国 219(千円) 

都道

府県 

109(千円) 民 210千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
210(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 328千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 看護師等養成所運営費補助事業 【総事業費】 
726,074千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

県内看護師等養成所７施設（ハートランドしぎさん看護専門学校、奈良

県医師会看護専門学校、田北看護専門学校 他） 

事業の目標 補助対象施設卒業生の県内就業率 ７６％ 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 看護師等養成所における教育内容の向上及び運営体制の強化を図るた

め、養成所の運営経費に対する補助を行う。補助金の配分にあたっては、

県内就業率に応じた調整率を適用し、卒業生の県内就業の促進を図る。 

 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 726,074(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 (千円) 

基金 国 75,601(千円) 

都道

府県 

37,801(千円) 民 75,601(千円) 

 うち受託事業等 （再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他 612,672(千円) 

備考（注４） 平成 26年度 113,402千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 看護職員就労環境改善事業（看護職員メンタル相談事業） 【総事業費】 
6,500千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

奈良県看護協会、奈良県 

事業の目標 研修参加者数 １３５名 

 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 看護職員の就労環境を改善し離職防止・定着促進を図るため、看護職員

等を対象に職場や家庭などでの悩みに関する相談窓口を設置するととも

に、メンタルヘルス対策を促進するための研修会を実施する。 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 6,500(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 (千円) 

基金 国 2,607(千円) 

都道

府県 

1,304(千円) 民 2,607(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
2,607(千円) 

 

その他 2,589(千円) 

備考（注４） 平成 26年度 3,911千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 看護師勤務環境改善施設整備費補助事業 【総事業費】 
9,274千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

県内１病院（平成記念病院） 

事業の目標 補助事業実施病院数 １病院 

 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 看護職員の勤務環境を改善し離職防止・定着促進を図るため、病院の看

護職員が働きやすい合理的な病棟づくりとするための施設整備事業に対

して補助を行う。 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 9,274(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 (千円) 

基金 国 2,040(千円) 

都道

府県 

1,020(千円) 民 2,040(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他 6,214(千円) 

備考（注４） 平成 26年度 3,060千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 医療勤務環境改善支援センター事業 【総事業費】 
3,750千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

奈良県病院協会 

事業の目標 勤務環境改善計画策定病院数 ７病院 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 医療従事者の勤務環境改善を促進し離職防止・定着促進を図るため、医

療勤務環境改善支援センターを設置し、医療従事者の勤務環境の改善に

係る取組を行う医療機関に対する支援を行う。 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 3,750(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 (千円) 

基金 国 2,500(千円) 

都道

府県 

1,250(千円) 民 2,500(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
2,500(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 3,750千円 
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 病院内保育所運営費補助事業 【総事業費】 
206,100千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

県内２１病院（奈良友紘会病院、阪奈中央病院、服部記念病院 他） 

事業の目標 補助事業実施病院数 ２１病院 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 子どもを持つ医療従事者が安心して働き続けられる環境整備を支援し、

離職防止・再就業促進を図るため、医療機関が職員のために運営する院

内保育所の運営経費に対する補助を行う。 

事業に要す

る費用の額 

金

額 

総事業費 206,100(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 (千円) 

基金 国 91,600(千円) 

都道

府県 

45,800(千円) 民 91,600(千円) うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他 68,700(千円) 

備考（注４） 平成 26年度 137,400千円 
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事業の区分 ３．医療従事者等の確保・養成 

事業名 休日・夜間の小児救急医療体制の整備 

 

【総事業費】 
49,924千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

奈良県 

事業の目標 小児科標榜病院が他の小児科標榜病院と共同連帯し、当番方式により小

児２次救急医療を行うことで、地域住民の小児２次救急医療を確保しつ

つ、医療従事者等の負担軽減を図る。 

実施医療機関数 １３機関 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 小児科標榜病院による小児２次輪番体制を構築し、輪番参加病院に対し

て当番日の診療に必要な人件費の補助を行う。 

 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 49,924(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 29,934(千円) 
基金 国 33,283(千円) 

都道

府県 

16,641(千円) 民 3,349(千円) 

 うち受託事業等（再掲）（注３） 
(千円) 

 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 49,924千円 
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事業の区分 ３．医療従事者等の確保・養成 

事業名 電話による小児患者の相談体制の整備 

 

【総事業費】 
23,436千円 

事業の対象

となる医療

介護総合確

保区域 

全圏域 

事業の実施

主体 

奈良県 

 

事業の目標 小児救急患者の家族等からの電話相談窓口を設け、小児救急医療機関へ

の不要・不急な受診を抑制することにより、医療従事者等の負担軽減を

図る。 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

事業の内容 小児科医のバックアップのもと、専門の看護師が小児救急患者の家族等

からの電話相談に対して、受診の要否や応急処置の方法などについて助

言・アドバイスを行う相談窓口(#8000)を設置する。 

事業に要す

る費用の額 

金額 総事業費 23,436(千円) 基金充当額 

（国費） 

における 

公民の別 

（注２） 

 

公 828(千円) 

基金 国 15,624(千円) 

都道

府県 

7,812(千円) 民 14,796(千円) 
 うち受託事業等（再掲）（注３） 

14,796(千円) 
 

その他 (千円) 

備考（注４） 平成 26年度 23,436千円 

（注２）事業主体が未定で、かつ、想定もできない場合は、記載を要しない。 

（注３）事業主体は公であるが、公からの委託などにより実質的に民間が事業を行ってい

る場合は、当該受託額等を「民」に計上するとともに、「うち受託事業等」に再掲

すること。 

（注４）備考欄に、基金における年度毎の支出見込額（キャッシュベース）を記載するこ

と。 


